









































































　ロシアにとって，冷戦が終結してソ連が崩壊した 1990 年代は「屈辱の 90 年代」で
あり，ロシア国家はアイデンティティ危機に陥った。その後，2000 年代になるとロ
シアの世界大国への復帰が主張されるようになる。2014 年 3 月にロシアはクリミア





















2014 年 3 月のクリミア併合に加えて，2015 年 9 月にはロシアとして初めて空軍を海
外派遣して行ったシリア空爆により，「屈辱の 90 年代」から「偉大なロシアの復活」
を遂げたことが高い支持率につながったといえる。
　 2018 年 3 月 18 日に行われた大統領選挙ではプーチンが過去最高となる 76.7 ％の
支持を得たが，その後，支持率は低下している。5月には 80 ％あった支持率は 7月




年齢について男性は現在の 60 歳から 65 歳に，女性は 55 歳から 63 歳（その後，60
歳に修正）に引き上げられることとなったが，日本では男性の平均寿命が 80 歳を超


















だと述べている。11 月 14 日に開かれた日露首脳会談では「1956 年日ソ共同宣言を基
礎として平和条約交渉を加速」することが合意されたが，問題となるのは「4島の帰

















い」（11 月 14 日）と明言している。これに対して，現在のロシア国内では東京宣言
に対して議会の批准を経ていないことなどを口実とした否定的な受け止め方が多い。
　なお，東京宣言にある「4島の帰属問題」とは「4島の復帰問題」ではなく，4島








論調査（調査対象：全国 18 歳以上 1,000 人，調査期間 11 月 17 ～ 18 日，電話調査）
によると，「日ソ共同宣言を基礎に平和条約交渉加速で合意した今回の日露首脳会談
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